
 ジリジリとするくらい暑い日となりましたが、下川一の橋での見学会におい

で頂きました皆様、ありがとうございました。 

 当日は、設計趣旨などの説明、また薪ストーブ1台の熱を効果的に循

環させる技術など、NK-HOUSEにまつわる色々なことをお話させていただ

きました。 

 また、「家づくり講座」では、森とイエの家づくりの考え方を皆様にお聞き

いただく良い機会となりました。照井さんからの室内気候に関しての講座

は、私も大変興味深く聞かせていただきました。 

 １階でのこれらのイベントは「人の集まる場所」という、この家の想いを実

現する初めての機会となったように感じます。コンパクトなプランですが、

「結構入れますね」という印象。小さくてもおおらかで、笑い声が聞こえる

楽しい家がもう少しで完成です。 

 完成見学会でお会いできることを楽しみにしております。（中舘） 

 快晴に恵まれた7/20(日)にT-houseの構造見学会を開催いたしました。 

 工務店メンバーの高橋社長の開会挨拶に引き続き、「森とイエ」の主旨説

明、T-houseの設計内容の説明を小倉から、断熱気密についての「家づくり

講座」を建築家メンバーの櫻井代表よりおこないました。 

 その後の自由見学では、見学者の方々から、暖房や換気、断熱材や窓ガ

ラス、間取りやデザインなど多岐に渡るご質問をいただき、皆さんの家づくりへの

熱意と興味の高さに驚かされました。 

 また、午前中には近隣の方々にご参加頂き、上棟式がおこなわれました。

餅まきには近所の子供達も大勢集まり、大変賑やかな上棟式となりました。 

 ご参加頂いた皆様、ご協力頂いたTさんご夫妻、本当にありがとうございまし

た。９月下旬には完成見学会を予定しております。楽しみにお待ちください。

（小倉） 

 

「森とイエ」は地域の工務店と建築家の協働による家づくりです。 

その地域に根ざしているからこそ解ることがあります。 

一方で、少し離れたところから俯瞰してこそ見えてくるものもあります。 

「森とイエ」で協働している建築家は皆地域外に本拠地を構えています。 

「森とイエ」では、工務店は地域に根ざした視点から家づくりを考え、 

建築家は、少し離れた視点から見えてくるその土地の魅力やその地域 

ならではの暮らしの魅力を引き出す役割を担います。 

地域には、「灯台下暗し」で埋もれてしまってはもったいない魅力があふれてい

ます。 

それぞれの視点を上手に活かして皆様の家づくりのサポートが出来るのも 

「森とイエ」の特徴の一つです。 

照井 康穂  

森とイエ サポートセンター：札幌市中央区大通西二十六丁目1-18 円山アーク301号 Sa design office 内 TEL & FAX:011-213-7636 

「森とイエ」は地域の工務店と建築家が協働して、これからの北海道らしい住宅を創造するプロジェクトです。 

事務局：(一財)下川町ふるさと開発振興公社 クラスター推進部 担当/相馬・苅谷 TEL:01655-5-2770 FAX:01655-5-2771    

完成見学会を開催します 
先に構造見学会を開催した２つのイエがいよいよ完成。 

「森とイエ」が気になっている方だけでなく、 

住まいについて学びたい方も、是非お気軽にお越し下さい。 
 

＊ T-HOUSE (天塩町) 

平成26年9月23日(火・祝)10:30-12:00 

＊ NK-HOUSE (下川町) 

平成26年10月4日(土)13:30-15:00 

企画・運営：森とイエ  プロジェクト  http://moritoie.net/     

森とイエ 

問合せ・参加申込みは事務局まで… 

詳しくはチラシやホームページでもご案内しています   

 人口減少や高齢化といった悩みを抱える 

小さな町が、地域の資源である森林を活かし

て自立を目指す！    

 一の橋地区の地域再興に向けた活動など、

下川町の過去・現在・未来が本になりました。 

 元気な下川町のヒミツがギュッと凝縮されて、

読みやすいボリュームに仕上がっています。 

 また、見慣れた風景や日常生活の写真が

ふんだんに使われているので、地元の方が見

ても楽しめる一冊です。「森とイエ」のコラムも

おススメ。(苅谷) 

 

お問い合わせは事務局まで！ 

下川町ってなぜ元気なの？ 

が分かる本できました 

エネルギー自立と 

地域創造 
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「うちは、森とイエでいくぞ！」 
と、ある日夫が自分にも言い聞かせるように私に言った。 

 結婚してすぐ、ふたりの家づくり計画はあったものの、漠然としていて進まず、ハ

ウスメーカーの展示場や土地探しにうろうろしているうちに、６年がたってしまって

いた。 

  建てるなら下川町に、できれば地元工務店に、土地は町はずれの広い敷地

に、と思っているところに下川町で立ちあがったばかりのプロジェクトに誘われたの

である。夫は何度かプロジェクトの趣旨を聞いていたようだが、私はそんな初めて

のことにうっかりのってもいいものかと、実はあまり乗り気ではなかった。 

 そして、一度夫婦でプロジェクトの説明を聞く機会を設けてもらい、コンセル

ジュ、地元工務店の社長、札幌の建築家、北方建築総合研究所のみなさん

と初めて会ったのである。 

 あらためて趣旨を聞くと、かなり興味をひかれた。そして、初めて見る“建築家”

と呼ばれる職業の人がかっこいい。ここで“建築家“という仕事を説明され、家

を”どこかに注文する“という考えが変わる。自分たちもこの建築集団のひとりにな

るのである。 

 地元工務店と建築家がお互いの知識や技術を下川の木材を利用しながら

家づくりに生かしていく、ということにも共感を覚え、念願の「ふたりのお家計画」

がやっと始動したのである。 

 初めての「森とイエ」プロジェクト、今思い返してみるといろいろな意味でハード

ルが高いことに直面したような気がする。 

 まずは、建築家さんが設計した家を拝見ということで、工務店社長さん達と一

緒に札幌に見学に行かせてもらった。すでに暮らしている家庭の住宅にぞろぞろ

と。。。 

 外観かっこいい！こだわりの内装が目をひき、暮らし方が素敵！ 

 何よりも、快く見学させてくれる人達の笑顔が生き生きとしていて感動し、「私

たちも早くこんな暮らしがしてみたいなあ」と、夫も同じ思いだったようだ。 

 我が家は「森とイエ」第１号ということもあり、建築家三人で設計という話に

なったのだけれども、その中でも主体となって進めてくれる建築家を決めることに

なり、どの建築家さんにお願いするかが最初のハードル。夫婦ふたりの意見が一

致するなんてことはまずないのだから。 

 住宅見学の写真を眺め、建築家さんのホームページを眺め、地元コンセル

ジュに相談し、最初に感じていたインスピレーションを信じて、Sa design 

officeの小倉さんにお願いすることに決めた。そして、「森とイエ」プロジェクトと共

に走り出す夫を家が完成するまで追い続けることになるのである。  

 設計するよりも以前に、はじめに建築家のみなさんが言ったのは、とりあえずな

んでもいいから自分達の好きなことでも、趣味でも、お気に入りのものを教えて

下さいと。そこで、すでに家づくりの記録用に始めていたブログが役に立った。思

い立ったときにブログにアップしておけば、それを建築家さんが見てくれるという、

下川－札幌の距離を解消してくれたのである。そのブログがいつしか「森とイエ」

のオーナーズブログにも掲載されるようになっていった。 

 そして、お互いの“気心”も大事とばかりに一緒にお酒を飲んだり、美味しいも

のを食べたりして、専門的な建築のお話を聞く機会が持てたことも、建築家の

家づくりへのこだわりを理解することにもつながっていった。 

〉〉〉次号へ続く 

  

T-HOUSE 

             森とイエプロジェクトも早いもので４年目になりました。 

  最初は設計者側と施工者側との考え方の違いも有り、意見が対立する場

面もありましたが、協議を重ねるごとに着地点を見出す事が出来たように思い

ます。手さぐりの状態からスタートして2年目にＫハウス・3年目にＮハウス・Ｓ

ハウス４年目にTハウス・NKハウスと順調に受注建設に至った事、大変喜ん

でおります。スタート時点の設計者３人とも直接工事に関わる事となり、それ

ぞれの持つ設計者の特徴を自分なりに把握することで、なお一層設計チーム

との信頼関係が築けたと思っております。設計者により物の考え方がかなり

違っていることも、初めて分かってきました。 

 最終目的は施主様の身になり、納得のゆく建物をつくる事です。自分も含

めて完璧な人間は存在しません。設計者、施工者が本音で協力して、これか

らもお施主様に喜んでもらえる住宅を建設したく思います。  
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